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Ⅰ　養護教諭養成課程における基礎医学カリキュラム
社会の複雑化にともなう価値観の多様化，核家族化の
進行による地域コミュニティーの消失と家庭教育力の低
下により，学校教育に求められる役割も多種多様となっ
てきている。その中で心身の健康維持増進は重要な課題
であり，これを担う養護教諭に求められる能力と職務も
多様化し，また重要性を増してきている。
この職務の専門性の基礎となるものの一つが医学的知
識と手技への理解である。医学的知識と様々な治療方法
や処置の手技は歴史的な蓄積と試行錯誤の上に成り立っ
ている。また，科学的な側面と文化，社会的側面をあわ
せもつものであり，高度な専門的知識と倫理や文化に根
ざした深い洞察がもとめられるものである。したがって，
基礎医学領域の学びは，養護教諭養成の学修の中で導入
部分であるとともに生きた知識，確かな学力を身につけ
させる最初のステップとして位置づけられるものである。
Ⅱ　大学授業のあり方の変化への対応
確かな学力と生きる力の習得は大学教育においても必
須となり，在学生が卒業後，専門性をそなえた社会人と
してその責務を果たせるよう，基礎となる力を身に着け
させることが求められてきている。このため大学での育
成の中で自ら学ぶ姿勢と能力の醸成の重要性が指摘され
てきている。そして大学での学びの中においても積極的
にアクティブ・ラーニングなどの主体的学習の組み込み
が図られている1）。
Ⅲ　系統化と関連付け
大学教育は，高校まで教科という枠組みの中でそれぞ
れ個別のものとして教えられてきた知識を個々の専門性
の観点から学ぶとともに総合的な知識体系としての形成
を目指すものである。大学における学習は高校までの教
科の枠組みを超え，新たな用語を学び身に着けながら，
思考力，論理性さらにはそれを表現し，発信する能力を
学修することが求められる。これを達成するためには，
関連分野の系統化のみならず，学び身に着けるべき事柄
の全体像を俯瞰できるようカリキュラムツリーに配置し，
それぞれの科目が関連しつつ補完しあう，学習システム
の構築が必要となる。
特に養護教諭養成の一つの柱である医学は，科学的側
面，哲学的側面，倫理的側面に加え社会的側面など全人
的要素を併せ持つ学問体系であり，現代の大学が直面し
ている生きる力や確かな学力を育成するという教育課題
を解決する格好のモデルといえよう。
Ⅳ　知識のつながりを学ぶ機会の創出
前述したように医学は非常に多様な側面を持つ学問体
系を持ち，その中で養護教諭が学校において達成する児
童生徒の「健康」もまた，様々な側面からなる多様な世
界といえよう。このため養護教諭をめざす学生は卒業ま
でに「健康」という世界観を持つことが求められる。多
様性社会の中では「世界は一つではない」が，少なくと
も基礎医学の学びの中で「世界の一つ」を自ら構築する
ことが肝要である。「世界観」を一つ持つことで，それを
ベースとして新しい健康観を構築することが可能となる。
このため，小学校から高校までの知識の学びを生かし
つつ，新しい知識とともにこれを結合していく学習活動
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が大学の学びの中で行われる。これまで独立の事象とし
て個別に存在してきて知識を「健康世界」の中に位置づ
ける経験を授業の中でくりかえし積むことで知識が有機
的に結合したものであると知る。さらにこの知識の結合
体こそが「世界」を形成していることに思いやれるよう
になることを目指す。
知識がつながることで，つながりの欠損についても自
ら気づく可能性が増す。これが自学自習への意識の方向
転換の原動力となりうると筆者らは考えている。
大学で養護教諭および保健科教諭養成にかかわる医学
分野の教育も，ともすると細分化され，高校における教
科での学びのように連続性を欠く教科ととらえられがち
である。しかし，これらの科目は，病気からの回復とい
う人類の夢の一つに端を発し，数千年におよぶ医学の歴
史の中で構築されてきたものである。初めは，観察とそ
の結果の蓄積として始まり，一連の試行錯誤による失敗
と成功の中で学問体系として構築されてきたものである。
基礎医学もこの歴史の流れの中で科学的，哲学的，倫理
的，社会的な背景のもと専門化され，細分化されていっ
た。したがって，基礎医学の各教科は一つの明確な目的
に端を発しており，それぞれが相互にリンケージを持つ
ことで生きた知識として社会に還元されうるポテンシャ
ルを持つ。　
本学では基礎医学分野の各教科を一連のものとして位
置づけ，展開するためのカリキュラム研究を続けてきた。
筆者を含め養護教諭養成講座構成教員は，継続的に養護
教諭養成のための基礎医学教育プログラムの見直しと開
発を行い，これらを一連のカリキュラムとして開発して
きた。今回この教育活動により構築したプログラムおよ
びカリキュラムを俯瞰し，検討する。
Ⅴ　養護教諭養成のための基礎医学カリキュラムの
開発
本養護教諭養成課程においては，学生が 4 年間の学習
期間の中に養教教諭として十分な知識，思考方法や技能
を身につけ，卒業後は一人職としての養護教諭の責務を
果たすに十分な基礎力をつけられるようカリキュラムを
組んでいる。これを可能にするため平成15年からカリ
キュラムツリーの可視化を進めてきた。その後も社会情
勢の変化にあわせ改善を進め，現在のものへと発展して
いる（図 1 ）。
ここでは基礎医学系科目を 1 年生および 2 年生の学習
スケジュールに組み込み，他の教科と相互に連携し，学
生の体系的かつ有機的な学びを実現している。現在，科
目としては，1 年前期（ 1 ，2 ターム）に「医学概論（生
化学，生理学を含む）」，「解剖学」，「人間機能学」， 1
年後期（ 4 ， 5 ターム）に「微生物学」，「免疫学」， 2
年前期（ 1 ， 2 ターム）に「受胎・発育・成長（遺伝学，
発生学，正常領域の小児科および内科学の概論を含む）」，
2 年後期（ 4 ， 5 ターム）に「環境と健康の学習」，を
開講している。
授業の学歴の流れの中で，段階的に生物としての人間
の「生命活動」の多層性を理解し，それに基づく「健康」
の概念の多様性について考えるものとなっている。さら
にグローバル世界という我々をとりまく環境の中で人間
の営み（経済活動，科学技術等）がいかに「健康」と関
係しているか，また，「健康」が個人の枠にとどまらず
日本の中でとじることが出来ないグローバルな世界の中
で起こりつつある社会的課題とも相互作用する概念であ
ることを学習する（表 1 ）。
Ⅵ　各基礎医学系授業の狙い
以下，カリキュラムツリーを構成する専門・基礎教育
の一つの柱としての基礎医学系各科目の内容と学びのね
らいについて検討する。
1 ）医学概論（表 2 ）
医学概論は，健康のベースとなる医学がどのようにし
図１　養護教諭養成課程カリキュラムツリーにおける基礎医学教育の位置づけ
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て成り立っているのかについて，歴史的な視点と学問的
な視点を持てるよう全人的観点から学ぶものである。こ
の学びを通して健康に対する視点からの，人類の健康や
死生観，さらにこれから養護教諭として目指すべきもの
についての各々のイメージを持つことを目的とする。
ヘーゲルの言葉「物とは概念の運動である」を，『「物」
は我々人類は様々な視点からとらえられ，価値と認識の
多様な網の目の中に存在していること』と竹田が解説す
るように，健康の概念も同様に個々人，社会，さまざま
な視点と文化や宗教等の網の目の中に存在するものであ
り，絶えず変化し続けつつ一定の幅の中に存在している2）。
したがって，社会と科学の進歩の中での医学，健康に関
する考え方の変遷を学ぶことで，今後，養護教諭となっ
た後も，絶えず学び，変化していく社会の中で対応して
いく必要について自覚するものである。
このため授業の前半は医学の領域から始まり，歴史的
背景，特に社会の発展の中で個人や市民社会の形成など
近代的社会構築や科学技術の発展とのかかわり，という
視点を含めて進める。さらに生命の基本について，生命
活動の原理をその誕生から紐解き，様々な側面から関連
した存在としてしめす。特に後半ではホメオスタシスと
恒常性維持にも深く関わる，情報伝達機構としての生体
の在り方に目を向け，生物の進化と社会の進化の相似性
にも気づかせていくものとしている。
2 ）解剖学（表 3 ）
前著にも示したように，教育学部では解剖実習が行え
ないことから実際の解剖体無しに，座学を中心として解
剖学およびそれと密接に関連する解剖生理学を教え，ま
た学ばなければならない1）。このため学生の知的好奇心
をかきたてるとともに，基礎医学授業の導入として学び
の重要性を自覚させるものであることが要求される。
解剖学においては，まず名前を付けるという作業が学
問を生み出してきた過程についても言及することで「用
語」「言葉」の習得が「思考」にとっていかに大切かを
表 1　基礎医学系授業の位置づけと狙い
ターム
（セメスター ） 科 目 名 位置づけ 内　　容
1 年
1 ， 2
（前期）
医学概論
医学とはどのような学問であり，何をどの
ように扱うかを知る
生命現象の基本として生化学的視点，生理
学的視点を習得する
歴史の中での医学における「体」「健康」「病気」の概念の変化を，社
会の変化とともに関連づけて学ぶ
生命の誕生から「生命」また「生きている」の概念について学び，今
まで関連がないと考えていた事柄が相互に関連することを自覚する
解剖学
外界と内界という概念について考え，生命
活動をつつむ袋としての体，生命維持のた
めに体がもつ形と機能の関係を知る
生命活動の基盤となる「細胞」，「体」の概念について学ぶ。また体の
それぞれの部位の具体的な構造について学びその名称と役割に関する
知識を身に着ける
人間機能学
ホメオスタシスの概念とその仕組みを理解
する
化学反応の連続としての生命とこれを維持す
るための機構である体の機能について知る
生命の誕生から「生命」また「生きている」の概念について学び，ホ
メオスタシスの機構を解剖学の知識と統合する
5 ， 6
（後期）
微生物学
微生物の構造と種類などの基本知識から感
染がなぜ体に様々な変化（症状）をもたら
すかを学ぶ
微生物の概念と人と微生物のかかわり
感染症を理解し，生体防御との連携を学ぶ
免疫学
ホメオスタシス機構を神経・内分泌・免疫
による体レベルの反応と，生命の基本単位
である細胞のしくみとの連携を学び，「自
己と非自己」や「認識」の分子メカニズム
に言及する
体のホメオスタシスの 1 つの柱である免疫を手がかりに細胞を含めた
ホメオスタシスの機構全体を学ぶ
情報伝達としての体のしくみを知る
2 年
1 ， 2
（前期）
受胎，発育，
成長
これまでに学習してきた内容を基盤とし生
命活動に「寿命」と「世代」の 2 つの時間
軸を加え，情報伝達とその維持と発現の関
連について学ぶ
我々の体がどのように作られているのかの
基礎を現代的知識に基づき学習する。そし
て受精から誕生，そして成長する発育のメ
カニズムを知り，発育とその多様性につい
て知る
遺伝heredityと遺伝子geneの概念の違いなど我々の体がどのように作
られているのかの基礎を学ぶ。遺伝と環境のかかわりをエビゲノム制
御による遺伝の表現系の変化など環境と遺伝の関わりについて分子レ
ベルで学ぶ
5 ， 6
（後期）
環境と健康に
関する学習
グローバル世界の中の人の営みがもたらす環
境の変化と健康の関わりについて学習する
グローバル世界の中で健康か個人や日本という単位で閉じるものでは
ないことを自覚する
さらに科学的思考について学び，体験にともなう観察を通して自学自
習の方法を体得する
表 2　「医学概論」授業シラバス
コマ め あ て 内　　容
1 医学のあつかうもの 健康と病気の概念
2 医学のなりたち 紀元前─ガレノスールネサンス
3 近代医学と社会の発展 医学の進歩と社会との関連
4 医学と倫理 個人と社会
5 生命とはⅠ 生きているの基本
6 生命とはⅡ 生命の起源と化学反応
7 生命とはⅢ 五大栄養素と生命
8 生命とはⅣ 生命の進化と機能
9 ホメオスタシスⅠ 体の調和とストレス
10 ホメオスタシスⅡ 細胞の調和
11 ホメオスタシスⅢ 体と細胞の協調
12 体の調和Ⅰ 情報伝達
13 体の調和Ⅱ 栄養と変化
14 体の調和Ⅲ 体の平衡
15 まとめ 振りかえりと深化
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気付かせ，学習の動機づけの強化を目指している。特に
人間は言語を用いることにより，抽象的でかつ論理的な
思考を共有することが可能になったこと，また，新しい
「言葉」「名前」が新しい世界や概念を生み出し，それを
明示的に示すことを気づかせる。
さらに解剖の基本として，体が多細胞化の流れの中で
筒状構造として進化してきたことを教え，それが体幹と付
属器という概念を生み出していることを教える。そして進
化の過程において様々な機能を付加しつつ現在に至った
ことをさまざまな例を挙げつつ解説する。例えば，骨がカ
ルシウムの貯蔵庫として発展し，また，そのカルシウムに
より硬化した骨の性質を利用することで我々が体を支え
運動できることを解説し，体がそれぞれの器官を多目的に
活用しつつ効果的に生命活動を行っていることを学ぶ。
また，解剖の学びの中では，形と機能が関連している
ことに気づき，生物にとっての「形」の大切さについて
考える機会を与える。
この授業を含め基礎医学授業は単に講義をするのでな
く，事前学習の課題を与え知識収集をさせることで，積
極的にグループディスカッションを取り入れ，よりイン
タラクティブで主体的な授業としている。これにより単
にからだの構造を学ぶだけでなく，その機能との関連い
ついても総合的に学べるようになっている。
3 ）微生物学（表 4 ）
微生物学は，免疫学，感染症学と 3 つの学問と相互に
かつ密接に関連するものとしてこのカリキュラムの中で
は教えられる。また，養護教諭養成の基礎学修としての
位置づけから，ここの微生物の各論的要素よりも，細菌
やウイルス，など病原性微生物の基本構造，生活史，特
徴などを概説する。また，病原体微生物とさまざまな感
染症の症状の多くが我々の体の防御機構，免疫と大きく
関係することについても学習する。特に症状として発熱，
下痢，嘔吐，頭痛や腹痛などの疼痛について，その発生
機序，感染とのかかわりについて解説する。また，消毒
と滅菌の学習を通して，化学反応の連続としての生命活
動と死の関係について考える機会を持つ。
したがって本授業においては微生物学の知識を軸に，
感染症学の基礎知識にも踏み込み，互いに関連するもの
表 3　「解剖学」授業シラバス
コマ め あ て 内　　容
1 解剖学とは
解剖の種類と意義
「名前をつける」ということ
と思考
2 体の基本構造 内界と外界の概念
3 解剖の歴史
社会，科学・技術の進歩と解
剖学
4 解剖の基本 体の向き，ネーミングの考え方
5 骨と関節
骨の進化と基本概念
骨の構造と機能
関節の機能
6 筋肉
筋肉の進化と基本概念
筋肉の構造と機能
7 循環
心臓と血管
構造と機能
肺循環と体循環
8 血液と免疫，リンパ
血液の仕組みと役割
血液細胞（赤血球と白血球）
傷を治す仕組みと炎症
リンパ管とリンパ液
9 消化器官
口，食道，胃，小腸，大腸
構造と機能
10 肝・胆・膵
消化における役割
構造と機能
11 内分泌
体の調和
情報伝達と適応
構造と機能
12 神経系
ストレスと対処
情報伝達と行動
構造と機能
13 特殊感覚器と皮膚
環境の変化を感じる
構造と機能
14 泌尿・生殖器
内界から外界へ
世代をつなぐ
15 まとめ 振返りと深化
表 4　「微生物学」授業シラバス
コマ めあて 内　　容
1 生命とは何か 生命科学の基本
2 微生物の分類
生物と無生物
単細胞生物と多細胞生物
3 生命の誕生と微生物 原核生物と真核生物
4 感染と定義 侵入，定着，増殖
5 細菌の種類と性質Ⅰ
細菌の基本構造
芽胞
6 細菌の種類と性質Ⅱ
グラム染色の意義
外毒素と内毒素
7 ウイルスとその生活
ウイルスの構造と種類
吸着と増殖の仕組み
8 感染症の分類
性行為感染症，
新興・再興感染症，
人畜共通感染症，
海外旅行と感染症
エピデミック・パンデミック
9
消毒と滅菌
抗生物質，抗ウイルス薬
「殺す」とはどういうことか
10 感染と症状「熱発」 ・体温のしくみ
11 感染と症状「熱発」
・熱を出す
・熱の出る疾患
12
感染と症状「下痢と嘔
吐」
防御機構としての症状と障害
による症状
13 痛みのメカニズムと疾病
痛覚の仕組み
温度覚との関連
急性腹痛
頭痛
14 皮膚と症状
皮膚の構造（振返り）
皮膚に現れる症状と疾病
15 まとめ 振返りと深化
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として学習する。また同タームに開講される免疫学との学
習内容との関連についても言及することにより，それぞれ
の位置づけについて考える機会を与えるものとなっている。
4 ）免疫学（表 5 ）
免疫は体の防御機構であると同時に神経，内分泌とと
もにストレス応答の三本柱の一つをなしている。免疫学
ではストレス応答の仕組みについて，生物にとってのス
トレスとは何か，またなぜストレスが存在し，体はその
ストレスに対応する必要があるかについて学習する。さ
らに細胞レベルでのストレス応答と体全体としてのスト
レス応答を情報伝達の観点から解説する。
次に，免疫の大きな柱である自然免疫（非特異的免疫）
と獲得免疫（特異的免疫）の担当細胞とその特徴につ
いて解説する。さらにこれら免疫機構の「自己」「非自
己」の分子および細胞レベルでの仕組みについても学習
する。次に免疫のコントロールの異常と考えられるアナ
フィラキシー・ショックのメカニズムについて学ぶ。特
にアナフィラキシーの結果として起こりうるショックは，
アナフィラキシーに特有な事象ではなく，脱水や外傷な
ど様々な要因により学校で起こる可能性があるとともに，
不適切な対応をした場合の生命予後の悪さもあり，理解
する必然性が高いためこの授業の中においても扱う。ま
た，アレルギーとして単純に理解されているが，アレル
ギーはⅠ型からⅣ型に分類されていることについて，そ
の機序および症状などについて学習する。
さらに現在，がん教育が学校教育に取り入れられたが，
免疫がガン細胞除去において重要な機能を果たすことよ
り，原ガン遺伝子，ガン抑制遺伝子を含め，発ガンとそ
れに対する体の防御機構についても学習する。
このように免疫を主軸として相互に関連する事柄につ
いて学習するものである。
5 ）受胎・発育・成長（表 6 ）
この授業では新たな生命活動の次元として「時間軸」
を取り入れる。ここでは遺伝情報の持つ意味を，個体の
生活と種の維持という大きな 2 つの「時間軸」で学ぶ。
特に序盤は個体の日々の生活の維持に主眼を置いて学習
し，中盤は性周期を含めた世代をつなぐ生命活動につい
て学習する。この中で現在課題となっている老化と不妊
の話題を取り上げ，個体の生活の中で寿命の時計が存在
し，生命活動それぞれに最も適した時期があることを理
解する。終盤は，授業の時計のコントロールに関連し環
境因子が遺伝情報のコントロールに影響するエピゲノム
制御について基本事項を学習する。これにより単純に子
供が成長・発達し，成人し，老化していくというイメー
ジではなく，非常に複雑な仕組みの中で環境と遺伝子が
関連しながら発現することを知る。そして環境要因への
働きかけを目的とする健康増進などの教育・活動を科学
的視点を交え捉えられるようにする。
したがって本授業では，「時間軸」という生物にとっ
て不可欠な概念を導入し，養護教諭として子供たちの成
長・発達を見守る基礎を育成する。
表 5　「免疫学」授業シラバス
コマ めあて 内　　容
1 免疫はストレス応答 ホメオスタシスはなぜ必要か
2 体のホメオスタシス 免疫の情報伝達
3 細胞のホメオスタシス
セントラルドグマに示される
情報の流れの意味
4 ホメオスタシスの連動 体と細胞の連携
5 感染防御としての免疫 免疫の異物の侵入を防ぐしくみ
6
自然免疫　自然免疫と
獲得免疫（総論）
非特異的免疫機構としての生
体の基本機構
7
異物の認識 TLR 分子
の結合
非特異的免疫機構における非
自己認識
8 獲得免疫
自己と非自己，MHC class Ⅰ
とキラーＴ細胞
9 獲得免疫
MHC class ⅡとヘルパーＴ細
胞
10 Ｂ細胞と抗体
抗体の構造と種類
抗体の機能
11 免疫の協働 免疫の調和と疾患
12 アレルギーの種類 Ⅰ型～Ⅳ型の分類
13 アナフィラキシ シーョック ショックとは
14 ガンと免疫 がん遺伝子，がん抑制遺伝子
15 まとめ 振返りと深化
表 6　「受胎・発育・成長」授業シラバス
コマ め あ て 内　　容
1 生命とは何か
生化学反応と生命活動
ストレスとホメオスタシスの
機構
2 生物の時間
生物が持つ時間（時計）とそ
の意義
3 遺伝と遺伝子
世代を超える情報と日々の生
活を支える情報
4
遺伝子の構造，機能と
遺伝情報
遺伝情報とタンパク質の関係
5 遺伝子の変化と個体差
タンパク質の変化がもたらす
もの
6 無性生殖と有性生殖
多様性
寿命の意味
7 体細胞分裂と減数分裂
多様性獲得の仕組み
生殖細胞（卵子，精子）の成熟
老化の影響
8 受精から発生
性周期
生殖器官の講座王と仕組み
受胎と発生の過程
9 胎児の成長と出産 胎児が育つ仕組み
10 遺伝の多様性と異常 個性と病気の狭間
11
感受性と奇形（催奇形
形成因子）
環境因子とその影響
12 環境と遺伝の関係 エピゲノム制御
13 寿命の時計Ⅰ 子どもの発達と環境・教育
14 寿命の時計Ⅱ 加齢変化
15 まとめ 振返りと深化
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6 ）環境と健康に関する学習（表 7 ）
本授業は，筆頭著者が養護教諭養成課程全体に対し系
統的に授業を行なう最後の機会であり，また，他の基礎
医学系授業とはことなり健康教育の中に位置づけられて
いる。このため 2 年間の基礎医学系教育のまとめとして，
学習し，習得した知識の統合と，これらの学びを生かし
てさらに自ら考える力を養成することを目指している。
このため本授業では基礎として科学哲学について学習し，
さらにグループ活動によりブレインストーミングによる
発想法の学習，KJ法を用いた情報・思考の整理活用方
法を習得する。さらに実際の研究解析手法を体験しつつ，
ここの観察をもとに調査結果とともに自らの考えを報告
する訓練を行う。最終的にはクリティカル・シンキング
により，どのように科学情報を受け止め，検討していく
かについて学ぶものである。
この授業により，自学自習と得た知識の統合という視点
を確実なものとして育成し，論理的思考とその展開の学修
により，3 年生以降の養護実習や卒業研究に向けての基
礎作りとする。
7 ）人間機能学（表 8 ）
解剖学と連動する科目として人間機能学（生理学）が
位置づけられる。前述したように，解剖学においては，
まず形というものが機能において重要な意味を持ってい
ることに気付かせるが，人間機能学においては，解剖学
の知識をもとにそれぞれの組織・臓器がいかなる機能を
持ち，どのように協調して恒常性（ホメオスタシス）を
保つかについて学習する。
このため，まず恒常性（ホメオスタシス）がなぜ必要
かについて生命活動の基盤である生化学的反応のあり方
をベースに学ぶ。この中で生物が環境の変化に適応し，
一定の状態を保つ動的安定性の概念と，その意味を学習
する。次に各組織，臓器の機能とその仕組みについて学
習する。授業に当たっては自学自習をベースとする事前
学習とそれをもとにしたディスカッションを積極的に取
り入れ，総合的に学べるようになっている。
Ⅵ　まとめ
以上，長年にわたり開発し改善してきた基礎医学系授
業カリキュラムの構成とそれぞれの位置づけおよび学習
内容について現時点の状況を概説した。基礎医学科目が
表 7　「環境と健康に関する学習」授業シラバス
コマ め あ て 内　　容
1 環境と健康
グローバル社会の中での健康
現代的課題の紹介
2 健康問題を考える 課題の抽出と報告のあり方
3 「観察」と「見る」
文殊カード法とKJ法の組み合
わせによる質的解析法の学習
4 健康を科学するには
科学の基本について科学哲学
の視点から学ぶ
5 健康科学の限界
質的解析により健康科学の限
界について討議，検討を通し
て学修する
6
健康科学のためのクリ
ティカルシンキングⅠ
健康科学論文の構造と読み方
7
健康科学のためのクリ
ティカルシンキングⅡ
健康科学論文のグラフ，表の
読み方
8 健康情報の発信Ⅰ
健康課題の個人研究とチーム
研究
9 健康情報の発信Ⅱ
健康課題のパワーポイント発
表の方法
10 健康情報の発信Ⅲ
口頭発表で健康科学研究発表
をおこなう方法
11 健康課題の研究手法Ⅰ
微生物学的手法を用いた研究
手法の学修
12 健康課題の研究手法Ⅱ
微生物学的手法を用いた研究
手法の学修
13 健康課題の研究手法Ⅲ
分析科学的手法を用いた研究
手法の学修
（水質の分析）
14 健康課題の研究手法Ⅳ
分析科学的手法を用いた研究
手法の学修
（ガス状物質の分析）
15 まとめ
クリティカルシンキングに基
づく研究発表の聞き方
表 8　「人間機能学」授業シラバス
コマ め あ て 内　　容
1 生理学とは ホメオスタシスの概念と必要性
2
ホメオスタシスの基本
構造
体編
体のホメオスタシスのための
3 本柱
3
ホメオスタシスの基本
構造
細胞編
細胞のホメオスタシスと生化
学反応
4 ホメオスタシスの協働
細胞レベルと全身レベルのホ
メオスタシスの協働の仕組み
5
脳・神経系の機能
（基礎）
神経の仕組みと情報伝達の基本
脳の構造（微細構造を含む）
と機能との関係
6
脳・神経系の機能
（発展）
脳・神経系の構造と機能
意思，記憶，行動などの仕組み
7 内分泌 体の調和における役割
8 循環の仕組み
心臓と血管
構造と機能
肺循環と体循環
9 消化器官
口，食道，胃，小腸，大腸の
機能
消化・吸収の仕組み
10 肝・胆・膵
肝・胆・膵の機能
消化における役割
11 泌尿器 排出の仕組みと機能
12 特殊感覚器
目，耳，鼻，舌が持つ感覚器
としての機能
13 皮膚 皮膚の機能
14 生殖器 生殖サイクルとその仕組み
15 まとめ 振返りと深化
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有機的に関連しあっていることが確認され，一定の成果
が上がっていることが示唆された。現時点で一定のカリ
キュラムの質に到達していると考えられ，養護教諭養成
におけるひとつのモデルとして今後展開していきたい。
一方，これらの学習内容は今後の科学の進歩，社会の要
請に伴い常に改善し続ける必要がある。本稿においてカ
リキュラムツリーにおける基礎医学カリキュラム構成を
検討したことは，将来に向け，カリキュラム全体を俯瞰
しつつ柔軟に開発を継続する一つの基盤形成となったと
考えられる。
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